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今年度会長テーマ

第2144回例会 2010.11.4

温故知新 そして 和

地域を育み、
大地をつなぐ

■司会：
　五十嵐例会運営委員

■点鐘：山本会長

■会長報告 山本会長

皆様、こんにちは。26日火曜日のＩＭそして28日
木曜日のガバナー公式訪問は皆様のご協力を持ち
まして無事に終了できました。ありがとうござい
ました。
上野ガバナーもクラブ内卓話を通して各メンバー
の人柄と職業を理解し、クラブ人同士のより多く
の会話が生まれて、クラブ内部の団結へと繋がり、
メンバーの懇親に職業奉仕へと繋がって行く事を
期待されていました。これからもクラブメンバー

の卓話を続けて行きたいと思いますので宜しくご
協力をお願いします。
｢温故知新 そして 和｣古き を たずね 新しきを
しれば もって師となるべし。
①例会に出席し、メンバー間の懇親を深め、自分
　自身に有意義な例会を見つけよう。
　そして自分自身の例会出席の楽しみを見つけよう｡
②例会を欠席したらメークアップを必ずしよう。
③入会時のスポンサーは新人メンバーのメークアッ
　プの面倒を必ず見よう。
④食事の廃棄を少なくする為に例会を欠席する時
　には、前々日までに事務局に連絡を入れよう。
⑤夜間例会、懇親会、旅行に奮って参加しメンバー
　の懇親を深めよう。
⑥クラブメンバーの全員卓話を盛り上げよう。
⑦マイ箸を失くさないように使おう。
⑧交換留学生をしっかりと育てよう。
⑨阿部ガバナー補佐の掲げた、キャッチアップ90(出
　席率90％以上)を実現しよう。
是非11月90％を達成しましょう。勿論100％が達
成出来れば素晴らしい事ですが。先週お休みされ
たメンバーの方は、是非メークアップをお願い致
します。
次に会務報告に移らせて頂きます。

■国歌：｢君が代｣
■合唱：ロータリーソング
　　　　｢奉仕の理想｣

◆ソングリーダー：
　村田会員

■東京ロータリークラブ：
　｢東京ロータリークラブの90年｣記念史の受理

■幹事報告 中丸幹事



東京東村山ロータリークラブ

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

35 29 0 4 88.57

■出席報告 樋口例会運営委員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：5名
■前々回出席率メークアップ修正後：85.29％
■前々会メークアップ者：
　赤木会員：臨時理事会
　野澤会員：武蔵村山ＲＣ

■ニコニコＢＯＸ 高橋(徹)クラブ管理委員

■ご結婚祝月：
　山本会長、中丸幹事
　高橋(眞)会員、
　赤木会員、村田会員
　田中会員、樋口会員
　北久保会員

■会員誕生祝月：
　村田会員、村越会員

■東村山市緑を守る会：
　第18回秋の緑の祭典開催のお知らせの受理
　2010年11月3日(水)　10:00～
　於　多摩全生園

■ガバナー事務所：
・2013-14年度当地区ガバナーノミニー決定につ
　いて

　東京田無ロータリークラブ　吉田 建二 君

　ＲＩ細則第13条に基づき、当地区ガバナー指名
　委員会は東京田無ロータリークラブ会員 吉田
　建二君を2013-2014年度ガバナーノミニーの候
　補者に指名いたしました。そして、対抗候補者
　となり得る他の会員の推薦は指定期日(9月15日)
　までにありませんでしたので、地区指名委員会
　の指名通り、吉田建二君を2013-2014年度当地
　区ガバナーノミニーに決定致します。

・奄美地方豪雨災害義援金の協力依頼について
　第2730地区　伊藤ガバナーより協力要請
　期間11月1日(月)～11月20日(土)まで

・ガバナー公式訪問のお礼の受理

・地区大会(2011年2月23日～24日)人頭分担金の
　お願いについて
　￥12,000×12月1日時点会員数
　〆切り　12月31日(金)

■ロータリー財団委員会：
　(在京)｢地区ロータリー財団セミナー(補助金管
　理セミナー)｣開催の案内について
　2010年12月10日(金)　14:30～
　於　如水会館
　出席者：Ｒ財団委員長(欠席の場合は代理人を)、
　　　　　会長・幹事・国際奉仕委員長・社会奉
　　　　　仕委員長のうち2名、計3名とする

■回覧：バギオだより

◆吉田 建二 君 略歴
・生年月日　1937年(昭和12年)2月10日
・事 業 所　株式会社オートアベニュー代表取締役会長
・職業分類　自動車販売
・経　　歴
　1985年　株式会社オートアベニュー代表取締役社長
　2001年　株式会社エーエス・ネット(広告媒体)
　　　　　代表取締役社長(現)
　2005年　東京トヨペットスペリオールクラブ会長(現)
　2007年　株式会社オートアベニュー代表取締役会長(現)
・ロータリー歴
　1974年4月
　東京田無ロータリークラブ入会
　1984～1985年
　東京田無ロータリークラブ幹事

　1986～1987年　武蔵野分区幹事
　1990～1991年　地区青少年交換委員長
　1992～1993年　東京田無ロータリークラブ会長
　1996～1997年
　地区大会(東京国際フォーラム)実行委員長
　2000～2001年　地区幹事(指田ガバナー年度)
　2001～2002年　武蔵野分区ガバナー補佐
　2008～2009年
　地区支援グループ・コーディネーター(青少年奉仕)
　2009～2010年　武蔵野分区ＩＭ実行委員長
　2010～2011年
　｢ロータリーの友｣地区代表委員･地区国際奉仕カウンセラー



東京東村山ロータリークラブ

本日のニコニコ合計：   54,000円
　　累　　　計　　：  563,000円

■委員長報告

■樺澤研修委員長

｢ロータリーの友｣11号についてご紹介申し上げま
す。11月はロータリー財団月間ですので、レイ・
クリンギンスミス国際ロータリー会長のメッセー
ジをはじめ、ロータリー財団を紹介する記事がい
くつかあります。その中で、多少薄気味悪いと思
われる人体の解剖図の挿絵を添えて｢ポリオの第
二の行為｣という題で、ポストポリオ症候群とい
う病気が説明されています。ロータリー財団によ
るポリオプラスのプログラム活動などによって地
球上からポリオが殆ど克服されたと思われ、医学
の世界でもポリオはあまり研究されていなかった
ようです。このポストポリオ症候群とは、ポリオ
に罹った人がかかる症状で、治る見通しがないと
いう衝撃的なお話ですが、世界には数千万人とい
うポリオに罹った方がいらっしゃるとことで相当
に深刻なお話ではないでしょうか。

また、町田会長の時のことかと思いますが、当地
区も選ばれている財団の｢未来の夢計画｣のパイロ
ット地区のお話、ロータリー財団の資料などが掲
載されています。
次に、見開きの頁には、桐朋学園大学の木村教授
の｢共存共鳴・ドイツと日本の違うところ｣として
ＲＩ2510地区のＩＭ基調講演が掲載され、日本の
教育は、個人、個性がないと言われていますが、
その通りかと思いました。また｢機能的でおしゃ
れなステッキを使ってもらいたい｣と東京中野ロ
ータリークラブの山田澄代様が紹介され、山田様
は｢顧客の笑顔が弊社のもうけ｣と一千本以上のス
テッキを揃えて｢チャップリン｣というお店を新宿
のヒルトンホテルで開いているそうです。
最後にご紹介いたしますのは、｢エバンストン便り｣
に日本人で2770地区埼玉南東地区の八潮ロータリ
ークラブの田中作次様が2012-2013年度のＲＩ会
長としてノミニーに選出されたことが紹介されて
います。

■野村地区青少年育成委員

11月1日(月)文京区の椿山荘の隣にある和敬塾で
行われた会議に出席してきました。
地区青少年育成委員会としては、中学生の職場体
験・高校生のインターンシップを2580地区で実施
する為の準備をしています。今回はその総仕上げ
となります。各クラブ宛に職場体験のアンケート
を取ったものの集計・実施マニュアルを出席各委
員に配布しました。東村山では、中学生の職場体
験と高校生のインターンシップは、以前から実施
されていますが、他の地区ではほとんど実施され
ていません。前川パストガバナーを中心に、2580
地区で職場体験とインターンシップをもっと実施
してもらうべく提唱しています。

◆山本会長、中丸幹事：
　　　　　　過日は、ＩＭ並びにガバナー公式訪
　　　　　　問と、会員の皆様のご協力により無
　　　　　　事終了致しました。ありがとうござ
　　　　　　いました。
◆中丸幹事、山本会長、戸澤会員、二ノ宮会員、
　金子会員、樺澤会員、木下会員、石山会員、
　當麻会員、嶋田会員、田中会員、漆原会員、
　目時会員、高橋(徹)会員、樋口会員：
　　　　　　写真ありがとうございました。

■令夫人誕生祝月：
　北久保会員
　嶋田会員



東京東村山ロータリークラブ

新潟県妙高市に20年10月11日生まれ、東京に憧れ16歳
で小平市花小金井の伯父を頼り上京し大工の丁稚奉公、
25歳で独立し、27歳で結婚、4人の娘と7人の孫に恵まれ、
創業来40年間の長きに渡り、多くの皆様にご支援頂き、
私が30歳の時に掲げた小さな目標も全て達成し、創業
以来40年間赤字を出すことなく、健全経営をモットー
に相羽建設を経営してくる事が出来、先月65歳の誕生
日を以って娘婿に無事、事業継承する事が出来た事が
とても嬉しいです。今は代表権のない取締役会長とし
て5年間後継して全てを引き継いでいきます。私は東村
山ロータリークラブに入会させて戴いたのが、平成9年
7月です。早14年になります。私が入会した時は木下会
長、當間幹事の年度です。会員数は57名で、ロータリ
ーは100％出席義務があると言われました。地区大会で
東村山ロータリーは出席率でも98％で4番目くらいで表
彰された記憶があります。
入会して間もなくではないかと思いますが、パラグラ
イダーで400m墜落し、運良く腕を骨折しただけで済み、
命拾いをして以来、家族、社員からパラグライダーは
禁止され、お陰で今日があります。これからは社長を
譲り責任が無くなりましたので、又パラグライダーの
再開を目指して空を飛んでみたいと思っております。
空を飛ぶ魅力は他の遊びでは味わえない魅力がいっぱ
いです。条件が良いと2時間でも3時間でも飛び続ける
事も出来ます。自然の風のみがエネルギーで二人乗り
のタンデム飛行ですと二人合わせて150キロ位でも平気
で飛べます。
先日登山に初挑戦して来ました。とても気分爽快では
まりそうです。これからは、色んな遊びに専念して行
きたいと思っております。是非お誘い頂ければ幸いです。
自分で言うのもなんですが、良く働いてきたと自負し
ております。事業内容は太陽エネルギーを利用したＯ
Ｍソーラー住宅の注文建築が殆どです。この様な建物
を取り入れ20年に成りますが、当時は環境とか、エコ
とか、殆ど言われませんでしたが、近年は環境、エコ
は無視できない時代です。地球の温暖化を避けては通
れない時代に成っています。当社の建物はエネルギー
消費を抑え環境、エコに貢献する建物づくりを20年前
から取り組んでいます。私の自宅では10年間生活して
いますが、今年の8月16日にエアコンを1日だけ使用し
ただけで済んでいます。当社の社員も大勢自宅を建て
ましたが、殆どエアコンは取り付けていません。お客
様も半数位はエアコンを使用しないで生活されています。
私は冬の暖房もひと冬に10回前後使用するだけで生活
できます。もちろん建物の条件や、人にもよりますが、
非常にエネルギーの消費を抑え環境に配慮した建物です。
地域材多摩産材を使い、無垢の床材や自然素材の塗り
壁や和紙などを使用しビニールクロスなど一切使用し
ません。システムキッチン、ユニットバス、化粧台な
ども、殆ど既製品を使う事はありません。
事業継承は7年かけ社員教育に専念して来ました。いろ
いろな研修に参加させ社員のモチベーションアップに

取り組み、全社員の禁煙にも成功し現場では、全ての
職人も禁煙にしています。社員教育には、難しい事は
一切要求しません。誰でもできる、返事、挨拶、後片
付け、掃除、マナーの徹底を7年間言い続けてきました。
お陰様で社員も随分成長しております。
昨年は倫理法人会の奨励する活力朝礼で東京都の企業
朝礼コンテストでも優勝することが出来、近隣地域の
企業様からも、当社の活力朝礼の研修に参加され、自
社の朝礼に取り入れている企業さんも多くいます。市
内の中学校の子供たちも職場体験で8年ほど前から当社
に来ておりますが、最近では市内の殆どの中学から来
られますが、トイレ掃除から教えます。朝礼にも参加
させ社会人の厳しさを教えています。学校の先生や父
兄からも喜ばれています。年々来られる子供たちが増
えています。余り多く来られても社員が大変ですので8
名までに制限しております。以前は私がトイレ掃除や、
会社の一部を掃除していましたが、今では全て社員が
掃除をしています。私は会社周辺の道路の掃除などを
継続しています。
東村山街づくりプロジェクトで開発した木造ドミノ住
宅は、日本で初めて工務店がグッドデザイン賞など、
色んな賞を戴く事が出来、現在では木造ドミノ住宅は
当社の要になっています。木造ドミノ住宅は70年以上
住み続けられる住宅です。大黒柱2本で耐震強度と自由
にプランを可変できる住宅です。

木造ドミノ住宅研究会を発足し全国に普及始まる
長期優良先導的モデル事業で、国より補助金3年間で2
億円を戴く事が出来、東大和市街づくりプロジェクト
では、エネルギー消費を80％削減する住宅を提案して
います。モデル的にゼロエネルギー住宅の開発も予定
しております。長期優良先導的モデル事業で国より三
年間で100棟の住宅に2億円の補助金を戴く事が出来ま
した。全てお客様に還元しております。今年でこの制
度は終了しました。東大和市街づくりプロジェクトで
はエネルギー消費を80％削減する住宅を提案しています。
現在は既存住宅の耐震温熱環境の改修に全国で3棟の建
物に国が2億2千万の補助金を出して既存住宅の環境改
善の為の、先導的モデル事業を3年間に渡り実施して、
既存住宅の温熱環境の改善の普及を目指しています。

■卓話

■卓話者：相羽会員

■点鐘：山本会長


